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「衝動性」とは

• 「自分にとって悪い結果になる可能性のある行動を、あまり深く考
えずに行ってしまうという行動特性」

• 「もたらす結果を熟考することなく、無計画に行動すること」

攻撃性• と衝動性は深く関連

人聞• が攻撃性を表出しすぎることは社会的に受け入れられない

行動現象• の基軸
Impulsive • Action（行動の抑制困難）

計画• することなく考えをすぐ実行に移す行動現象

Delay • Aversion（報酬遅延の嫌悪）

• 遠い将来の大きな報酬よりも近い将来の小さな報酬を選択する行動現象
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衝動性の解剖学
関連• する神経回路：
• 怒りは視床下部を中心として肩桃体などが関 与した神経回路によって生み
出され、その抑制には前頭前野が主に関与している
fMRI• を用いた研究：前頭前野は肩桃体、線条体、視床とネットワークを作
り、情動反応の調節に深くかかわる（Davidson et al., 1999;Price et al., 
1996）

関連• する神経伝達物質：
セロ• トニン（5-HT）神経伝達の低下（Impulsive Actionのみ関与）
ド• パミン（DA）神経伝達の低下
ノルアド• レナリン（NA）神経伝達の低下（Delay Aversionのみ関与）

それ• ぞれ衝動性に促進的に作用
代表的• な疾患として、注意欠如・多動性障害（ADHD）

その• 他：アンドロゲン（テストステロン）の活性
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攻撃行動の神経回路（霊長類）
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（Nelson, R.J. 2008より一部改変）



セロトニンニューロンによる攻撃動因系の
２重抑制支配
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（上田. 2004より引用）



思春期の性ホルモン変化

男子の外性器・女子の乳房のタナー段
階
（田中, 2008）

タナー段階別の性ホルモン分泌
（Kulin, 1977）



性ホルモンによる
行動特性への影響

男性• におけるテストステ
ロン分泌濃度と衝動性
の相関

女子• におけるエストラジ
オール分泌濃度と孤独
感

女子• における孤独感と
衝動性の相関

（Fujisawa et 

al.,2011,2012）



自己制御

（思春期学,2015より抜粋）



思春期における大脳辺縁系―前頭前野バランスの崩れ

大脳辺縁系• の活動性の
急激な活性化に、抑制
系である前頭前野の発
達が相対的に緩徐であ
るため行動が制御でき
ない

（Casey et al.,2010）

（思春期学,2015より抜粋）



思春期・青年期の暴力行為
（「平成28年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（速報値）」）

国公私立小• ・中・高等学校における児童生徒の暴力
行為の発生件数：

59457件（児童生徒1000人当たり4.4 件）

（前年度56806件（児童生徒1000人当たり4.2件））

• ｢対教師暴力｣ 8,022 件（前年度 8,212 件）

• ｢生徒間暴力｣ 39,490 件（前年度 36,105 件）

• ｢対人暴力｣ 1,352 件（前年度 1,401 件）

• ｢器物損壊｣ 10,593 件（前年度 11,088 件）
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学年別加害児童生徒数のグラフ
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「平成28年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（速報値）」より引用



学校の管理下・管理下以外における
暴力行為発生件数の推移
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「平成28年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（速報値）」より引用



暴力行為の危険因子

過去• に子ども自身が何らかの暴力被害に遭っている

小児期• の身体的虐待・家族間の暴力が思春期・青年期における攻撃性
の高さに関連（Sharma, M.K. and Marimuthu, P. 2014）

前思春期• までに家族内での暴力に暴露されていること（Morris et al., 

2015）、過去に身体的いじめやネットいじめを受けていること（Peters et 

al.,2015）が思春期におけるパートナーに対する暴力行為の危険因子

• 子どもが注意欠如・多動性障害（ADHD）症状を呈しているこ
と自体が暴力行為を含むさまざまな非行的問題の危険因子
（Bernett et al., 2012; Gudjonsson et al., 2014）

思春期• ・青年期の自閉スペクトラム症を有する子どもが呈す
る攻撃性や暴力の問題（外在化障害）は、学童期までのいじ
め被害の経験が影響を与える可能性

（Cappadocia et al., 2012； Zablotsky et al., 2013）
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「キレる子ども」

情動• ：感情のうち、急速に引き起こされ、その過程が
一時的で急激なもの
理論的• で合理的な思考よりも、「泣く」「怒る」「笑う」といった
具体的な行動を伴う気分や感情

Cf• ）感情：愛、嫌悪、怒り、嫉妬、悲しみ、恐怖、絶望、幸福
などの総称

情動• をコントロールする、ストレスをコーピングすると
いうのは心理学の中で重要なテーマ

•多くの子どもにとっては、情動を言語化していくことが
難しい
自分• が怒っている情動を持ったときに、「怒ってはいけませ
ん」と言われて「怒る」という感情を知る
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怒り

情動• の中でもきわめて扱いにくい

•決して悪い感情ではなく、相手からの攻撃に対して、
肉体的に言語的に反撃する人間の本能

社会生活• の中では、不適応的な行動になりやすい

→暴力：間違った場所で、間違った時に、間違った強さ
で、間違った標的に向けられる怒り

14



学校でみられる衝動的な行動

すねる•

• 泣く

• 叫ぶ

• 罵る

• 唾を吐く

• 殴る

• 蹴る

器物破損•

自己誘発性• の嘔吐

リストカット•

• 刺し傷を負わせる
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課題を抱えた子どもに対しよくみられる
周囲の意見
• 気を引きたいだけ

• 私たちを操作しようとしている

自分• のやり方でしかやろうとしない

やる• 気がないだけ

態度• が悪い

• 親/教師が頼りない

兄弟• も同じだった

• 「やる気になればよい行動がとれる」

• 「彼がそうしようとしない」

⇨子どもが適応的に振る舞えた場合には報酬、非適応的な行動を
とった場合には罰を与えることで、よい行動への動機づけを行おうと
する
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結果（報酬と罰）を用いること

• 好ましい行動に対しては報酬
学校• では、特別な権利やステッカー、幸せな表情あとで何らかの賞品
に引き換え可能なポイント

• 好ましくない行動に対しては罰
権利• が奪われるこ と、追加の宿題タイムアウト、停学、居残り、放校処
分

この• 方法で達成しようとしているのは、

① 良い行動と悪い行動を子どもに教えること

② 子どもたちが正しく行動するための刺激を与えること

うまくいく• 子どもには素晴らしいが、罰が用いられる頻度が最
も高い子どもたちには、うまくいかないことのほうが多い
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実際は、

課題• をもつほとんどの子どもたちは、

•既に自分たちがどのように振る舞うべきかを分かっている

自分• 自身が正しく振る舞いたいと既に望んでいる

重要• な思考スキルが足りない

感情• をコントロールし、自らの行動の結果を予測するスキル

行動• の結果他者にどんな影響を与えるか理解するスキル

自分• が困っていることを他者に伝えるスキル

周囲• の変化に計画的かつ柔軟に対処するスキル
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「問題行動」の解決のために

永続的• で効果的な介入
は、子ども（学習すべき
スキルと、解決すべき問
題をもつ） と子どもの環
境（子どもの困難の真の
姿を理解すべき

問題解決• やスキルの学
習・練習の機会を与える
ための）の両者に焦点を
あてるべき
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問題解決コラボレーション
「Collaborative Problem Solving，CPS」
（Greene, R.W. 2008）

• 子どもと大人双方の懸念を扱いながら問題解決に取り組む面接技法

• ①共感ステップ、②問題定義ステップ、③提案ステップの3ステップを順番に丁
寧にクリアしながら、子どもとの問題解決に向けた短い面接を複数回取り組む
ことで、子どもとの協力的な関係性を形成し、問題解決を目指す

• 主に反抗挑戦性障害（ODD）の診断を有する学童期・思春期の子ども

とその親を対象とした臨床研究で効果が報告され、介入後６ヶ月の段
階でもその効果が良く維持されていた（Ollendick et al., 2015）

Cf• ）ゼロ-トレランス方式

• 学校内での子どもの問題行動に対する詳細な罰則が定められた1990年代に
米国で始まった教育手法

問題行動• やドロップアウト率を増やす結果となった
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不足スキル①

• 切り替えの難しさ、ある心構えや課題から別のものにシフトする際
の難しさ

筋道立• てて物事に取り組むこと、あらかじめ決めた通りに取り組む
ことの難しさ
困難• で退屈な課題をやりとおすことの難しさ
時間感覚• のなさ
複数• の考えやアイデアを同時に扱うことの難しさ
集中• を維持することの難しさ
行動• の結果を考慮することの難しさ（衝動性）
問題• に対するさまざまな解決法を考慮することの難しさ
心配事• や困っていること、考えを口に出して表現することの難しさ

• 今まさに言われていることを理解することの難しさ

理論的• に考えられるよう、欲求不満に対する感情的な反応に対処
することの難しさ
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不足スキル②

問題解決• や欲求不満の高まりに対する許容範囲を狭めてし
まうような、慢性的なイライラ感および／または不安

中庸• を認めることの難しさ／固い、字義通りの、全か無か方
式の考え方

ルールやルーチンワークから• 外れることの難しさ

予測• のつかない、あいまいな、確証のない、新奇なものを扱う
ことの難しさ

最初• のアイデアや計画・解決法を変更することの難しさ

活動計画• の変更を余儀なくするような状況の変化を考慮する
ことの難しさ

柔軟性• のない、不正確な解釈／認知のゆがみまたは偏り
（例：「みんな僕をいじめる」「誰も僕のことを好きじゃないんだ」「おまえはいつも僕を責める
んだ」「不公平だ」「僕はバカだ」）
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不足スキル③

対人関係• のサインを正確に解釈することの難しさ／対人関係
のニュアンスを知覚することの乏しさ

会話• を始めること、グループに混ぜてもらうこと、他の人々と
つながることの難しさ／その他のソーシャルスキルを欠いてい
ること

適応的• な方法で他者からの注意をひくことの難しさ

ある• 行動が他者にどのような影響を与えるかを理解すること
の難しさ

他者• に共感すること、他者のものの見方や着眼点を理解する
ことの難しさ

他者• にどんな印象を与えるか、または他者にどのように見ら
れるかを理解することの難しさ
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認知的な構えのシフト

ある• 環境から別の環境に向かって切り替える際に要
求されるスキル

このスキルに• 問題があると、子どもは授業時間が始
まってかなり経ってもなお、また休み時間がついてる
かのように振る舞う
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問題や欲求不満のもとになっている問題を
解決するスキル

複数• の考えやアイデアを同時に扱うことの難しさ（考
えをまとめる）

問題• に対するさまざまな解決法を考慮することの難
しさ（別の解決法を模索する）

行動• の結果を考慮することの難しさ（起こりそうな結
果を推測する）
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心配事や困っていること、考えを口に出して
表現することの難しさ

•何が重要で、 どんなことが必要なのかを、誰かに伝
える言葉を見つけることの困難さ

効果的• にコミュニケーションするスキルを持ち合わせ
ていなければ、叫ぶか引きこもる

• 「くたばれ」「大嫌いだ」「黙れ」などの言葉やその他の
乱暴な方法でニーズを知らせようとする
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問題や欲求不満に対する反応として湧き起こる感情を、
問題解決のための思考から分離するスキル

理論的• に考えられるよう、欲求不満に対する感情的
な反応に対処することの難しさ（感情の分離スキル）

問題解決• を妨害するような、慢性的なイライラ感およ
び／または不安

困難• が著しい場合、彼らの感情が爆発する際に叫ん
だり、奇声をあげたり、物を投げたり、誰かを叩くな
ど、 より激しい行動に出る
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固い思考

中庸• を認めることの難しさ／固い、字義どおりの、全
か無か方式の考え方

ルールやルーチンワークから• 外れることの難しさ

予測• のつかない、あいまいな、確証のない、新奇なも
のを扱うことの難しさ

最初• のアイデアや計画・解決法を変更することの難し
さ

柔軟性• のない、不正確な解釈／認知のゆがみまた
は偏り
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ある行動が他者にどのような影響を与える
かを理解する、他者に共感するスキル

自分• たちが他者に痛みを生じさせていないか

心地• よさを感じさせているか

自分• たちの行動が良く受け取られているか、悪く受け取られているか

その• 冗談は面白いと思われたか

背中• をボンと叩いた力が強すぎたかどうか

自分• の言葉が相手に恥ずかしく思わせたり、屈辱的な気持ちにさせた
り、傷つけたりしていないかどうか

その• 行動を繰り返してもよいか、変化させるべきかを判断する
ことを助けてくれる

スキルが• 不足すると、他者の要望を考盧に入れられず、 感情
的・身体的に不快な感覚を与える行動を繰り返す
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スキル不足は状態を「説明」するもの

社会性• ・感情・行動の適応的な機能のために必要な
スキルは、すべての子どもに自然と身についている
わけではない

スキルの• 不足を

• 「言い訳」として考える場合：スキルを教えるという思考の流
れは止まる

• 「説明」しようとする場合：支援のドアは大きく開いた状態
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未解決問題
（誰に、何を、どこで、いつ起こるのか）
不足• スキルは、 ある特定の状況で問題となる

ひとたびこの• 状況を明らかにできれば、 子どもと一緒にこの問題解決
に取り組み、彼の問題行動を和らげることができる

どんな• 場合に「ダメ」と言われるか、満たされていない期待が何なのか

例）

クラブ• 活動中に著しい困難を感じる場合：クラブ活動の時間

• 休み時間に他の子どもと遊んでいる間に困難が生じやすい場合：休み
時間に他の子どもと遊ぶこと

特定• のクラスメートとペアで作業することを拒否する場合：特定のクラ
スメートと作業する状況
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新しい視点とツール

すべての• 問題行動の背景には未解決問題と不足スキルがある
不足• スキルは問題行動の「なぜ」に相当

未解決問題• は「その行動が誰に向かって、 どんなものに向かって、 そし
ていつ、 どこで起こるのか」に相当

支援• の対象となる子どもの問題行動の基盤にある不足スキル
と未解決問題についてしっかり評価していく必要がある

まず• 2、3の未解決問題を選んで優先的に取り組むのがよい
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不足スキル・未解決問題の分析リスト
不足• スキル・未解決問題の分析リスト

• 子どもの氏名： 日付：
不足スキル
• （ ）切り替えの難しさ，ある心構えや課題から別のものにシフトする際の難しさ
• （ ）筋道立てて物事に取り組むこと、あらかじめ決めたとおりに取り組むことの難しさ
• （ ）困難で退屈な課題をやりとおすことの難しさ
• （ ）時間感覚のなさ
• （ ）複数の考えやアイデアを同時に扱うことの難しさ
• （ ）集中を維持することの難しさ
• （ ）行動の結果を考盧することの難しさ （衝動性）
• （ ）問題に対するさまざまな解決法を考盧することの難しさ
• （ ）心配事や困っていること、考えを口に出して表現することの難しさ
• （ ）まさに言われていることを理解することの難しさ
• （ ）理論的に考えられるよう、欲求不満に対する感情的な反応に対処することの難しさ
• （ ）問題解決や欲求不満の高まりに対する許容範囲を狭めてしまうような、慢性的なイライラ感および/または不安
• （ ）中庸を認めることの難しさ／固い、字義どおりの、全か無か方式の考え方
• （ ）ルールやルーチンワークから外れることの難しさ
• （ ）予測のつかない、あいまいな、確証のない、新奇なものを扱うことの難しさ
• （ ）最初のアイデアや計画・解決法を変更することの難しさ
• （ ）活動計画の変更を余儀なくするような状況の変化を考慮することの難しさ
• （ ）柔軟性のない、不正確な解釈/認知のゆがみまたは偏り （例・「みんな僕をいじめるんだ」「誰も僕のことを好きじゃないんだ」「お
まえはいつも僕を責めるんだ」「不公平だ」「僕はバカだ」）

• （ ）対人関係のサインを正確に解釈することの難しさ/対人関係のニュアンスを知覚することの乏しさ
• （ ）会話を始めること、グループに混ぜてもらうこと、他の人々とつながることの難しさ/その他のソーシャルスキルを欠いていること
• （ ）適応的な方法で他者からの注意をひくことの難しさ
• （ ）ある行動が他者にどのような影響を与えるかを理解することの難しさ
• （ ）他者に共感すること、他者のものの見方や着眼点を理解することの難しさ
• （ ）他者にどんな印象を与えるか、または他者にどのように見られるかを理解することの難しさ
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不足スキル・未解決問題の分析リスト
未解決問題
自宅
• （ ）朝ベッドから起きる
• （ ）朝の支度/学校の準備をする
• （ ）感覚の過敏さ
• （ ）宿題やその他の学習課題を始める/仕上げる 食事の量/選択/好み/タイミング
• （ ）モニター画面の前で過ごす時間の問題（テレビ、ゲーム、パソコンなど）
• （ ）寝る準備をする
• （ ）退屈さを感じる
• （ ）きょうだい間の問題
• （ ）部屋の掃除家事の手伝い
• （ ）薬を服用する
• （ ）車に乗る/シートベルトを締める

学校
• （ ）ある特定の課題から別のものに切り替える （特定せよ）
• （ ）授業中の課題を始める/仕上げる（特定せよ）
• （ ）特定のクラスメートや教師との間の問題（特定せよ）
• （ ）廊下/休み時間/食堂/スクールバス/並んで待つ時の行動（特定せよ）
• （ ）適切な時間にのみ会話すること
• （ ）特定の学習課題（特定せよ：例・書き取りの宿題）
• （ ）がっかりした時/ゲームで負けた時/自分が一番になれない時の対処（特定せよ）

その他
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非論理的な結果として

• 子どもたちは自身のとった行動に対して、非常に強力で、 回
避できない、自然なフィードバックを受けている（例：称賛、承
認、叱責、嫌悪、仲間はずれなど）

原則• ：罰は、問題解決や問題行動の基盤にあると考えられる
ような不足スキルについて指導してくれるわけではない

ひとたび• 不足スキルと未解決問題が特定されれば、子どもの
問題行動は十分に予測可能なものになり、子どもの困難に対
して前もって対処することができる
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うまく振る舞えないのか/振る舞おうとしないのか

動機づけあり 動機づけなし

スキルあり 適応的 非適応的

スキルなし 非適応的 非適応的
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期待が満たされていない場合の３つの対処方法

プラン• A：満たされていない期待に対して、大人の意思を強いる場合
学校• だけでなく、大人が子と、もたちの問題に対処する際に最も採用されやすい方法
大人• の懸念のみが扱われる

• 「A君、今すぐ廊下に出て立ってなさい！他の子たちに優しくできるようになるまで、そこに
いるのです! 」

• 子どもたちの問題行動が増えてしまう可能性がある（問題の背景にある不足スキルや、未
解決問題はわからないまま）

プラン• C：少なくとも短期的に子どもに対する期待を止める場合
問題• を先送りにする
授業中• に１時間に7回鉛筆を削りに席を立つA君を、鉛筆を削ることに介入しない

• 子どもの懸念のみが扱われる

プラン• B：CPSに関連し、現実的で互いに満足できる方法
問題• や満たされていない期待|こ対処するプロセスの中で、子どもと大人の両者が関わる
大人• と子どもが双方の懸念を扱って解決法を探る

問題• を解決し、社会性・感情・行動の問題を引き起こす不足スキルを、公平に、丁寧に、
効果的に、温かみのある方法で教えるために最も有力な方法
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プランB

•2つの形（事前プランと緊急プラン）

事前• プランB：問題行動が予測可能な場合
に、それを予防するために用いられる

緊急• プランB：まさに問題行動が起きている/

起こしそうになっている時に用いられる

事前• プランBのほうが望ましい介入
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事前プランB実践に向けて

目標• ①：満たされていない期待を追求し、その
子どもの問題について抱いている懸念を扱う

•子どもが何か期待されない行動をとる場合：

クラスメー• トの学習の邪魔をする

• 手を挙げずに発言する

• 荒っぽいやり方で他のクラスメートに接し、脅かしたりする

期待• される行動をとらない場合：

• 与えられた課題に取り組まない

宿題• をやってこない

グ• ループ学習でクラスメートと協力しない
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事前プランB実践に向けて

目標• ②：子どもの挑戦的な行動を引き起こしている問題を解
決する際には、協力的で、双方の満足が得られるような、恒
久的な方法で臨むべき

問題行動• を起こす子どもの多くは、日常的にそれを引き起こし
ている未解決問題を、通常5、6つほどもっている

それらの• 問題を一つずつ解決し、もはやこれらの問題が子ど
もの挑戦的なエピソードをきたさないようにすることが目標

協力的• で相互的な関係性は必要不可欠
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事前プランB実践に向けて

目標• ③：子どもに不足スキルを教える
状況要因• や他者の意見を取り入れる

当初• の解決法を切り替える

• 新しい解決法を生み出す

解決法• が現実的で互いに満足できるものかどうかを判断する

興奮• せずに問題について話すこと

• 1回だけ試してもスキルが身につかないため、何度も繰り返し
が必要

• 多くの大人が問題解決のツールとしてプランBを用いるように
なれば、子どもにとってたくさんの不足スキルを吸収するため
の練習・支援になる
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事前プランB実践に向けて

目標• ④：問題行動を減らす

大人• たちが問題行動をよりよく理解し、継続的かつ協力的に問題を取り
扱い、同時に不足している思考スキルを教えていけば、問題行動は減
る

即効性• はなく、作業は非常にゆっくりで、手間がかかることを心得る

目標• ⑤：子どもとの支援関係を構築する

支援• を行う中では、子どもと敵対する関係ができることを避け、大人と子
どもが同じチームに所属しているかのような関係を作る

大人• と子どもで互いの懸念が話題にできるようになることが必要

• （大人の）やり方を押しつける人ではないことに気付かせる
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プランBの3ステップ

共感① ステップ

問題定義② ステップ

提案③ ステップ
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ステップ１. 共感ステップ

目標• ：現在子どもが抱えている問題についての、子どもから見
た懸念や視点を可能な限りしっかりと理解する

他人• に認められること、空腹、疲労、恐怖、ある行動をとりたいという願
望苦手なことを避けたいと思うこと、恥をかきたくないという思いなど

もし• 子どもの懸念に大人が気付かず話題にもされない場合には、子ども
は大人とコミュニケーションをとろうとせず、問題も未解決のままになる

• 子どもの側の懸念についての情報を集めること＝問題解決
のチームメートを得ること

44



情報収集プロセス

中立的• な観察という姿勢：
• 例1：大人：君、最近クラスメー トの何人かを相手にすごくイライラしてい
るように見えるけど、どうしたんだい? 

• 例2：大人：最近あまり宿題ができてないように思うんだけど。どうした
の? 

• 偏った観察の悪い例（子どもの側の懸念に対して偏った結論
づけ）：
• 「あなたって、他人を傷つけることが平気なのね」

• 「あのね、いつもあなたの思うように物事が進むとは限らないのよ」

• 「よい成績をとることに、本当に関心がないようね」

• 「この宿題は君には難しすぎるよね」

問題行動• を起こす子どもに偏った観察で関わりをすると、問題
の原因を探ろうという議論を始まる前にブロックされる
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共感ステップの例

大人• ：君、最近クラスメートの何人かを相手にすごくイライラし
ているように見えるけど、 どうしたんだい? 

• A君：みんな、僕と遊んでくれないんだ。

大人• ：ああ、 みんなが君と遊んでくれないからイライラしてい
たんだね? 
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共感ステップの例
大人• ：最近あまり宿題ができてないように思うんだけど、どうしたの? 

• A君 ：結構宿題出してると思うんだけど。
大人：ああ、結構出してるよね。それはそうだ。でも、 普段できてい
る時の量よりは少ない。だよね? 

• A君：そうだね。
大人• ：でしょう。どうしたの? いつもよりも少ししか宿題を出せないの
にはわけがあるの? 

• A君：最近の宿題はほとんどが地理のレポートだよね。僕はそれを
どう したらいいかわからないんだ。それに、・ ・・あんまり変なふうに
思わないでね......あれ、 そんなに面白くないんだ。だってウズベキ
スタ ンだかなんだか知らないけど、そんな国の名前を何て呼ぼうと
興味ないよ。

大人• ：それもそうだね。私たちのクラスでは、ずいぶん地理のレポー
トに時間を割いてきたものね。それに、君は自分が割り当てられた
国のことにあまり興味がもてないんだね。
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掘り起こし作業

漠然• とした物事（「言葉が出ちゃう」などといった表現）につい
ては、具体的な情報を集めるように努力する
• 誰が、何を、どこで、いつ、なぜ、といった問題に関連することを明らか
にしていく（例：「まだよくわからないなあ」 「そのことについてもう少し教
えてくれる?」 ）

大人• は自分自身に自問自答する
• 「これで自分は納得できるか? この問題についての彼の懸念を十分に
理解できただろうか?」

• 「どうしたの?」 という質問に対しての「わからない」 という回答
そもそも• 、そのような質問をされたことがないため戸惑っている

• 子どもにとって、こうした懸念について話すことはあまり気持ちのよいもので
はない

まだ• 相手のことを十分信用できていない

自分• の言いたいことを表現するためのコミュニケーションスキルが足り
ない
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掘り起こし作業の例
大人• ：最近ずいぶん悪口を言ってトラブルになっているみたいだけど、 どう
したの? 

• A君 ：まあね...時々、言葉が勝手に出てきちゃうんだ。
大人• ：ああ、そういうことってよくあるよね。でも、どうして言葉が勝手に出て
きちゃうんだろうね?

• A君 ：うちの親なんか、人に悪口言ったって何も言わないよ。こんなにうる
さく言うのは先生たちだけだよ。
大人• ：ふーん、じゃあ、家でもたくさん悪口言うんだ?

• A君 ：いや、そんなに。とにかく、うちの親は先生たちみたいに悪口のこと、
うるさく言わないんだ。
大人• ：何が君が悪口を言ってしまう原因になっているのかよくわからないな
あ。

• A君 ：別に、僕だってずーっと同じ悪口ばかり言っているわけじゃないじゃ
ん。
大人• ：私はただ、どんな時にそういうことが起きるのかを知りたいね。

• A君 ：僕がいつ悪口を言うかなんてわからないよ。
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掘り起こし作業の例（２）
大人• ：最近、悪口を言ってしまった場面を思い出せるかな?

• A君 ：B先生の算数のテストを受けている時に言っちゃったよ。
大人• ：算数のテストが悪口の原因になったと思う?

• A君 ：さっきも言ったけど、言葉が勝手に出てきちゃうんだよ。
大人• ：そうだね。それじゃあ、算数のテストの中の何かが原因になって悪口
が勝手に出てきていないかな?

• A君 ：わからない問題があったんだもん。
大人• ：ああ、それが悪口を言った理由かもしれないね。

• A君 ：うん。たぶんね。
大人• ：他に、どんな時に悪口の言葉が飛び出してくるか思いつくかな? 

• 子とも ：友達と遊んでいて......誰も大人が見ていない時かな。
大人• ：なるほど。そういう時は確かにそんな状況になるだろうね。他にどん
な場合があるかな? 

• A君 ：うーん......。
大人• ： まあまあ. あわてなくても大丈夫だよ。ゆっくり考えよう。
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非常に過敏な子ども、落ち着かない状態で
ある場合
支援初期• にはプランBを行っていても、それに反応し
て興奮することがある

•子どもに対してプランAを用いないということを示し
て、子どもを安堵させる

• 「先生はダメだなんて言ってないよ?」

• 「先生はあなたが絶対にこれをしなくてはいけないとは言っ
てないよ?」

• 「あなたにはできそうにないなんて言ったことはないよ?」
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ステップ2.問題定義ステップ

•突き合わせることがなかった子どもと大人の懸念として問
題を定義づけしていく

• 「解決法のぶつかりあい」 ：解決を急ぐあまり大人自らの
懸念を伝えるよりも、性急な解決を押し付けてしまう状況

問題定義• ステップの段階で大人が解決法を提示してしま
う＝プランBがプランAに変化している明確な兆候

• 「他の子どもたちを殴らないようにするためには、自分がイライラ
した時にちゃんと言葉で伝えるようにしなさい」

• 「作文の練習をしなさい。 さもなければ、いつまで経っても上手
にならないよ」
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大人の懸念を適切に表現する

•子どもたちの行動が規則に合わない、大人の期待に
応えていないという事実を伝えるだけでは、説得力は
ない

•自らの行動が他の子どもの学習の妨げになり、傷つ
け、不安にさせてしまっていること、価値あるメンバー
として周囲の子どもたちに溶け込めないようになって
しまっていることなどを知らせる
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問題定義ステップ 例１

大人• ：君、最近クラスメートの何人かを相手にすごくイライラし
ているように見えるけど、 どうしたんだい？

• A君 ：みんな、僕と遊んでくれないんだ。

大人• （A君の懸念の明確化） ：ああ、 みんなが君と遊んでくれ
ないからイライラしていたんだね? 

• A君 ：うん。

大人• （A君を安心させ、 問題を定義） ：みんなが遊んでくれな
い時にイライラしちゃいけないということじゃないんだよ。大事
なことはね、この教室にいるすべての人が安心して過ごすこと
ができて、言いたいことはお互いに言葉にして伝えられること
なんだ。もし君が他のA君を叩いてしまうと、彼らは傷ついて
安心できなくな る。しかも、どうして君がイライラしているの
か、誰もわからないままになってしまうんだ。
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問題定義ステップ 例２

大人• ：最近あまり宿題ができてないように思うんだけど、どう
したの? 

• A君 ：結構宿題出してると思うんだけど。
大人（懸念の明確化） ：ああ、結構出してるよね。それはそう
だ。でも、普段できている時の量よりは少ない。だよね? 

• A君 ：そうだね。

大人• （さらに明確化） ：でしょう。どうしたの? いつもよりも少し
しか宿題を出せないのにはわけがあるの? 

• A君 ：最近の宿題はほとんどが地理のレポートだよね。僕は
それをどう したらいいかわからないんだ。それに......あんまり
変なふうに思わないでね....あれ、そんなに面白くないんだ。
だってウズベキスタンだかなんだか知らないけど、そんな国の
名前を何て呼ぼうと興味ないよ。
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問題定義ステップ 例２
大人• （さらに明確化） ：それもそうだね。私たちのクラスではずいぶん地理
のレポートに時間を割いてきたものね。それに、君は自分が割り当てられ
た国のことにあまり興味がもてないんだね。

• A君 ：そうだね。ウズベキスタンのこととか、あまり興味もてないんだよね。
大人• （さらに明確化） ：ということは、2つのことが気になるね。この社会の
課題で何をしたらいいかわからなくなること。そして、担当することになった
国にあまり興味がもてないこと。

• A君 ：うん。
大人• （さらに明確化） ：じゃあ、教えてほしいんだけど、担当した国を好きに
なれないからできないのかな?それとも、どの国の担当になっても難しそ
う? 

• A君 ：そりゃあ、割り当てられた国には興味もてないけど、 こういう課題の
時はいつもグループを作ってやっていたでしよ。今は自分一人でやらな
きゃいけないから、どこから始めて、どこを見たらいいかわからないんだ。
大人• （問題の定義） ：よくわかりました。先生は、君が自分一人の力で課
題をこなせると思っていたんだ。誰の助けも借りずにね。そうしないと、こう
いう課題がいつまでも苦手なままになってしまうと思ったんだ。
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ステップ3. 提案ステップ

•子どもたちの問題を協力的に解決することを提案

通常• は「もしこの問題を解決するためによい方法が
あったら....」、「何かいいアイデアはないかい?」と切り
出す

提案• ：
• 例１：他の子どもたちが遊んでくれなくてイライラした時に、
彼らを殴ら ずに先生に伝える方法がないかなあ。何かいい
アイデアはないかい？

• 例２：君が課題に取り組むのを開始して全体に目を通す、し
かもそれを一人でできるように助けるための方法があったら
なあ。そのための何かいいアイデアはないかい? 
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（注意）問題解決の天才にならないこと

•難しい問題を解決する際には、解決法を探索するプ
ロセスをオープンにして、大人があらかじめ決めた解
決法にとらわれないことが必要

•決めつけない

本当• に独創的な解決法というのは、現実的で大人と
子どもの双方が満足できるもの
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現実的な解決法であること

•決まりかけている解決法に納得がいかない場合は、
それに同意しない

•子どもの側がついてこられないのではないかという
懸念のある解決法が話し合われている時は、大人か
らやんわりと疑義を伝え、子どもにさらに妥当な解決
法を考えさせる

• 例：「もし君がこの解決法を達成できたら素晴らしいと思う
よ。しかし、これまでの経験から考えると、君が本当にこれ
を達成できるかはわからないと思うんだ。私たち両方が取り
組めるような他の解決法も考えてみない?」
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現実的であることの重要性

•子どもが「それについては話したくない」 「僕は自分の担
当の宿題はやりたくない」 という場合

解決法• が双方にとって役に立つものでなくてはならないこ
とを、以下のような方法で思い出させるように
• 例）「ほう、それも一つのアイデアだね。 もうこの課題に取り組ま
なくてもいいということは、君にとっては役に立つ方法かもしれな
い。でも、先生にとってはあまり役に立たないかもしれないな。
だって、先生は君に少しでもこの課題に取り組めるようになっても
らいたいと思っているんだ。君と先生の両方が満足できるような
方法がないか、もう一度考えてみない?」

解決法• の提案がうまくいかなかった場合に子どもとの次
の面接をもつことの約束で終わるようにする
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共感をおざなりにする（ステップの飛躍）

共感• ステップをできるだけ急いで飛ばしてしま
おうとする傾向がある

•子どもの懸念が十分に明らかにされないまま、 「質
の低い懸念」ばかりが考慮される

理由• ：

大人• が解決を急いでいる

•子ども自身が自分の懸念が何であるかを十分理解
していない
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おざなりの共感

大人• ：A君、最近休み時間に外に遊びに行く ことが少ないような気
がするんだけど? 

• A君：そうだね。

大人• ：いったいどうしたの? 

• A君：ただ、外で遊びたくないだけ。

大人• （問題定義ステップへの飛躍） ：そうか。君は外に遊びに行き
たくない。まあ先生としては、君が休み時間にここにいてくれるのは
構わないけど。先生も時々だけど、休み時間に外に出る用事があ
る時はこの教室にはいられない。その場合は、君を見てくれる人が
いな くなるよね。わかるかい? 

• A君：ふーん。

大人• （提案ステップへ移行） ：君は外で遊びたくない。でも、先生は
ここでずっと君を見ていられるわけじゃない。この状況を解決するに
はどうしたらいいだろう。何かいいアイデアはあるかい? 
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おざなりの共感 改善例

大人• ：A君、最近休み時間に外に遊びに行く ことが少ないよう
な気がするんだけど? 

• A君：そうだね。

大人• ：いったいどうしたの? 

• A君：ただ、外で遊びたくないだけ。

大人• （問題定義ステップへの飛躍） ：そうか。君は外に遊びに
行きたくない。まあ、先生としては、君が休み時間にここにい
てくれるのは構わないけど。先生も時々だけど、休み時間に
外に出る用事がある時はこの教室にはいられない。その場合
は、君を見てくれる人がいなくなるよね。わかるかい? 

• A君：ふーん。
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おざなりの共感 改善例

大人• （提案ステップへ移行）：君は外で遊びたくないと......待て
よ? 先生は、どうして君が外で遊びたくないのか、その本当の
理由をまだわかっていないな。もう少し先生が理解できるよう
に話してくれる? 君はどうして外に遊びに行きたくないのかわ
かるかい? 

• A君： うーん。ちょっとね。

大人• ：それがなんだか教えてくれるかい?

• A君 ：遊びに行かないほうがいいんだ。

大人• ：ふーむ。なんだか重要なことを聞いたぞ。どうして遊び
に行かないほうがいいと思うの?

• A君 ：それは......言えない。
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おざなりの共感 改善例

大人• ： A君、誰かがそれを言っちゃダメだって止めたのかい? 

• A君 ：（うなずく）

大人• ：それはこのクラスの中の誰か?

• A君 ：（うなずく）

大人• ：わかった。それが誰かなんて言う必要はないから、その
子たちはもし君がしゃべったら君がどうなるって言っていた? 

• A君 ：怪我をさせられる。

大人• ： じゃあ、君がどうして外で遊びたくないかをしゃべった
ら、誰かが君を怪我させるんじゃないかと心配している? 

• A君 ：（うなずく）
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おざなりの共感にならないために

大人• が経験に基づいた推測をしつつも、その仮説を検証する
（暫定的な仮説を立てる）
大人• （事前プランBの開始） ：最近、 グループ学習の時間にじっとしてい
られないことが多いように思うんだけど、いったいどうしたの? 

• A君 ：別に。
大人：わからない? ゆっくり考えて。あわてる必要はないんだ。ちょっ と
考えてみて、グループ学習の時にどんなことが嫌かな? 

• A君 ：わからない。

大人• ：そうか。先生が考えたアイデアもあるんだけど、できれば君のアイ
デアを先に聞きたいな。

• A君 ：（肩をすぼめる）
大人：先生から見ているとね、グループ学習が始まったばかりの時は、
そんなに問題がない。でも、長い時間が経つと、座っているのがつらそ
うに見えるんだ。これは何か関係あるかな?
A君 ：そうだね。
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共感ステップを飛ばすと 例

大人• ：A君、教室の中で起きていることについて話したいんだ。

• A君：何のこと?

大人• （共感ステップを飛ばし、 問題定義ステップに飛躍） ：君
が授業中にB君と仲良くおしゃべりしてばかりいるものだか
ら、他の子どもの学習の邪魔になっているんだ。先生として
は、君を廊下に立たせたくはないんだ。

• A君 ：別に廊下に立てって言われても平気だけど。

大人• （冷淡な態度不満げな提案ステップ） ：私たちはこの問題
に対してどう対応すべきか話し合いたいだけなんだ。 しかし、
君がどうでもいいと言うのなら、君がその態度を変えるまでは
廊下に長時間立っていてもらうぞ。
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共感ステップを飛ばさない 例

大人• （共感ステップ） ：A君、最近の教室の中で起きていること
について話し合ってもいいかな? 

• A君：何のこと?

大人• ：すごく正直に言うとね、君は授業中、 あまり課題に取り
組めていない。周りの子どもたちに冗談を言ってばっかりだ。
結構大声もあげるよね。これだと他の子どもたちも学習できな
くなってしまう。先生は、 いったい何が起きているんだろう? と
思っているんだ。

• A君：できないんだよ。

大人• （明確化） ：どんなことができないのかな? 

• A君：だからできないって。
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共感ステップを飛ばさない 例

大人• （さらに明確化） ：わかってるよ。でも、先生には、 君がいった
いどんなことができないのか、 はっきりわからないんだ。

• A君：神経の名前を全部覚えるなんて、無理だって

大人• ：神経の名前をすべて覚えることが難しいんだね。 じゃあ、 そ
れが教室でふざけてしまうことの理由かな?

A君： もっと一所懸命やれって? もう無理だよ。

大人• ：さてと、君を困らせているものが他にもあるかもしれないな。
一つだけ質問させてほしい。君が、そんなにあわてて神経の名前を
覚えようとするのには、何かプレッシャーでもあるのかい? 

• A君：だって、 次のレポートの成績がCより悪かったら、 お母さんは
僕を1カ月間外出禁止にするって言うんだ。

大人• （ここで再び共感ステップへ） ：ああ、 だからそこまでプレッ
シャーを感じていたんだね。
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解決法がぶつかりあう時

解決法• のぶつかりあい：プランBの初めの2ステップ
において、子どもと大人の2つの懸念が十分に明確

化していないまま、子どもと大人の非現実的な解決
法だけが提案される傾向のこと

• 3ステップの順序を乱してしまうと、プランBはうまく機
能しない

大人• の懸念を前面に押し出して問題定義ステップを開始し
てしまうと、子どもは大人がプランAを実行に移したと考えて
しまう
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緊急プランB

緊急• プランBは過熱した状況で、他のクラスメートの前で行うこ
とになるため、子どもは集団の視線にさらされたり、他の子ど
もの作業を中断する結果になり得る

安全性• が脅かされるような緊急度の高い場面においては、 プ
ランAも選択肢の一つとなり得る。
• 2人の子どもが激しくケンカを始めた時など、大人の意思をあてがう以外
に方法がないと思われる場合

緊急的• な状況でプランCを行って、いったん子どもに対する期
待を取り下げ、落ち着いた状況になってから問題に取り組む
方が有効な場合もある
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不足スキルを補う

原則• 「未解決問題を先に取り扱うこと」
プ• ランBで未解決問題を扱う際には、同時にスキルをも教えている

問題行動• に関して誰が、何を、どこで、 いつ......と焦点をあてていくうちに、
なぜその問題行動が起こったかを間接的に探索する

行動• を切り替える際の困難さには
プラン• Bを行う中で、行動の切り替えについての思考の枠組みを構築してい
く

欲求不満• の最中にいる時に、理性的に物事を考えられる程度に自
分を鎮めるスキル（感情の分離）の不足には
• 静かに、思慮深く、問題解決を目指して可能な限り事前に行うことで、感情
よりもより多くの思考を用いて対処しようとするようになる

自分• の行動が他者にどのように影響しているのかを知ること
• 子ども自身が積極的に問題解決に取り組んでおり、そのことについてじっく
り考えることができる
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不足スキルを先に取り扱う場合

スキルを• 教えるためにもっと直接的なアプローチを使ったほう
がよい場合もある
①プランBに参加するために必要なスキルの場合

②直接的に教わったほうが理解しやすいスキルの場合

コミュニケーションスキルがかなり• 制限されている子どもの場
合、5、6つ程度不安や怒りに関連した子どものニーズを書い
た単語リスト（フラストレーションリスト）を作成する
• 例：IQ５０程度の子どもも不快の原因を、ラミネート加工した写真を用い
て視覚化し、何らかの問題に直面した時に写真から選んでもらい、その
際に「あ、今暑いね」などと不快さの内容を伝える）等
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解決法を見出すには

コミュニケーションスキルはあっても• 問題の解
決法を作り出すことが苦手な子どもたちには、
提案ステップの中で、大人が解決法を丁寧に
見せていく

プラン• Bの解決法は以下の3つのカテゴリーに
分類される
① 助けを求めること

② 少しずつやってみること

③ 違った方法で行うこと
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ソーシャルスキル（適切な方法で注目を求
める）が欠如している子の支援例
教師• ：B君、今年、あなたは友達を作るのが少し難しそうね。あなた
はどう思う? 友達を作ることが難しい理由が何かないかしら。

• B君：ええっ。僕友達たくさんいるよ。

教師• ：それじゃあ、言い方を変えましょう。どうも何人かの子どもたち
は、あなたの行動の一部についてあまりよく思っていないみたいな
の。たとえば、女の子の髪を引っ張って逃げたりすることがあるじゃ
ない? 

• B君：ああ、みんな喜んでるんだよ !

教師• ：どうしてそう思ったの?

• B君：僕がああすると、みんなで笑ってくれるんだ。それに... たいし
て痛くないんだよ。

教師• ：そう......もしかしたら驚くかもしれないけど......何人かの女の
子たちは、 あなたが髪の毛を引っ張ることがとても嫌みたいなの。

• B君：ええっ。じゃあ、どうしてみんな笑っているの?
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ソーシャルスキル（適切な方法で注目を求
める）が欠如している子の支援例
教師• ：確かに、面白いことがあると笑うよね。でも...人間はね、何か嫌なこ
とが起きた時にも笑ってしまうことがあるの。何人かの女の子たちが不満
を言っていることから判断すると....彼女たちが笑っているのは、実はとても
嫌な気持ちになっているからかもしれないの。

• B君：そうか......。
教師• ：B君、あなたが女の子の髪の毛を引っ張るのは、彼女たちに気づい
てほしいっていうところはある?

• B君：うーん.....。少しね。でも、みんな僕とは遊びたくないんだ。
教師• ：なるほど。

• B君：女の子だけじゃないよ、男の子もだよ
教師• ：つまり、たくさんの子どもたちがあなたと遊びたがらない。それは、あ
まりいいい感じではなさそうね。

• B君：僕には友達がいないっていうわけじゃないんだけど。
教師• ：でも、何人かの子どもたちがあなたと遊びたがらない時、あなたは
ちょっと嫌な感じがしているよね? そうでしょう?

• B君：そうだよ。
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ソーシャルスキル（適切な方法で注目を求
める）が欠如している子の支援例
教師• ：何人かの子があなたと遊びたがらないのは、どんな理由があ
るのかしら... 何かアイデアはある? 

• B君：いいや・・・

教師• ：もっとたくさんの子たちにあなたと遊びたいと思ってほしいよ
ね?どう? 

• B君：そうだね。

教師• ：そうか、だったら先生はそのことについてあなたを助けてあげ
るわ。いいかしら? 

• B君：わからないけど......まあいいよ。
教師：先生の心配事はね......あなたが女の子たちにこういう行動を
とることによって、他の子たちがあなたを見て、ますますあなたと遊
びたがらないような状態になるんじゃないかってことなの・ ・・...先生
の言いたいこと、わかるかな? 

• B君：ちょっとよくわからない......。
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ソーシャルスキル（適切な方法で注目を求
める）が欠如している子の支援例
教師• ：あなたが女の子の髪を引っ張り、逃げ回るのは、みんなに気づいて
ほしいためよね......? でも、あなたが女の子たちの髪を引っ張れば引っ張
るほど、彼女たちはあなたと遊ぶことを嫌がるようになってしまうかもしれ
ない......なにしろ髪を引っ張ることは...相手をすごくイライラさせるの。わか
る? 

• B君：うん......。
教師：そこで先生は、あなたの周りの子たちを困らせたり不快な思いをさ
せない方法で、彼らがあなたのことを気づいてくれるようないい方法があっ
たらいいと思うんだけど......どうやったらこれがうまくいくかしら? 何かアイ
デアはない? 

• B君：わからない。
教師• ：そう、じゃあ考えてみましょう。あなたが遊びたいなと思っている子た
ちにあなたのことを気づいてもらうことができるような方法があればいいな
あ、と思わない? 

• B君：たぶん...そうだね。
教師• ：そのことで、私はどんなふうにあなたを助けるのがいいかしら? 

• B君：先生が僕に教えてくれればいいよ。昔、SSTのグループにいたことが
あるけど、つまんない子が多くて、もうやめちゃったし。
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ソーシャルスキル（適切な方法で注目を求
める）が欠如している子の支援例
教師• ：スクールカウンセラーのC先生が、友達を作ることが苦手な子どもを集めて、お昼
ご飯を食べながらのグループ活動を始めたようなの。興味があれば、どんな様子かを確
認しに行く? 

• B君：嫌だよ！僕はもうグループ活動なんかやりたくないんだ......。

教師• ：そう......それもアイデアの一つね? 他には何か思いつく? 

• B君：先生が教えてくれたらいいのに。

教師• ：私が? それも一つの方法ね。

• B君：もう他のグループに入るのは嫌だよ。

教師• ：私がこういうことをあなたに教えるのに一番いい人間かどうかはわからないの。で
も、ちょっと考えてみるわ。他にもっといい先生がいるかもしれないしね。 2、3日考えさ
せてくれる? 

• B君：わかった。 C先生が教えてくれるのはいいんだけど、グループじゃなくて一人で教
えてほしいよ。

教師• ：それはいいアイデアね。彼女にできるかどうか聞いてみるわ。万が一それが実現
しなかった場合には、またこうやって集まって相談しましょう、いい? 

• B君：いいよ。

教師• ：このことについて一緒に話し合ってくれてありがとう。

• B君：オッケー。
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プランB達成目標チェックリスト

（ ）大人側の満たされていない期待がしっかり追求されてお
り、困難を抱える子どもたちについての大人側の懸念が扱われ
ているか

（ ）子どもたちの困難なエピソードを引き起こしている問題
について、継続的/協力的に解決しているか

（ ）不足スキルを教えているか

（ ）問題行動が減っているか

（ ）子どもたちとの支援関係が築けているか
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クラスメートの子どもたちへも

問題• 行動が引き起こす一番の悪影響とは、クラスメート
が問題をもつ子どもを受け入れることができず、否定的
に扱うことである
クラスメートの• 安全性や学習面での悪影響を、どのように減
らすことができるのか? 

問題• を抱える子どもを偏見の目で見るクラスメートを、どの
ように変えることができるのか? 

大人• がどのようにアプローチすれば、クラスメートは問題を
抱える子どもを受け入れ助けるようになるのか? 

プ• ランBをクラスの全員に使えば、問題をもっている
子どもだけを特別扱いすることもなく、クラス全体に
対応することができる
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クラスメートの子どもたちへも

• 鍵になるテーマ ：
• 「クラスでは、すべての子どもが自分に必要な協力を得ることができる」

• 「そのためには、私たちは助け合いの精神を忘れない」

第一• の目標：問題に対する個々の考え方や懸念をできる限り
明確にし、理解する

すべ• てのアイデアを寄せ集め、リストを作成し、記録に残す
• ①懸念（子どもたちと大人の）と解決法を書き出す

• ②書き出した解決法を見ながら、一番たくさんの懸念を解決してくれそう
な解決法を見つけ出す

クラスで• 実施する際には、教師は常に中立の立場を保つこと
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学校を変える

すべ• ての学校に共通して重要な要因：
学校• を変えようという勢いのあるスタッフの存在
学校• が変わるために必要なことが何かを知っていて、変化に対応できな
かったり抵抗を示したりするスタッフとつきあうことができる

学校• に変化を起こし、それを維持するために必要なコミュニケー
ションやチームワークを育てるための仕組みの存在
保護者• と教師が「互いの間の溝を超えて」 もっと効果的に協働できるよう
な場

学校• をよりよいものにするため、学校の中の雰囲気や風潮を変
え、啓発することで学校が変わる力を育てるリーダーの存在

実際• に人を動かしていく勢いというのは、学校のリーダーか、学校
のシステムから発していくことが重要
変化• を起こす枠組みの中に管理職が関わっているととてもスムースに状況
が動く
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学校を変える

学校• のスタッフたちがCPSの各論を導入する準備ができた
ら、不足 スキルと未解決問題についての情報を伝えることか
ら始める
個別• のケースから導入を試みるのか

特定• の教室や学年など、何らかの集団やチームを対象として行うのか

教師• たちの自発性に任せるのか学校全体の方針として音頭をとってい
くのか

チームワークにおいて• 、 その努力を維持可能なものにするためにどの
ような仕組みが必要なのか

分析• リストを用いて、リスト中の不足スキルを一つひとつ検討
することから始める

問題• 行動が「なぜ」起こるのかについて理解することが重要

大人• の懸念も無視せずに明確化
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変化をサポートし維持する体制作り

チームを• 編成する
スタッフ• 会議、関係者会議

•互いの間の溝を超える
保護者• の連携も鍵：保護者とも共通の困りごとについて懸念や不
満を共有する

困難• な場合：
一方• がいつももう一方を責めてい る

一方• の意図をもう一方に押しつけている

問題行動• を引き起こす子ども の真の困難さ（不足スキル） と本当
の出来事（未解決問題）についてしっかりとコンセンサスが得られ
ていない

それ• ぞれの側の懸念がしっかり同定さ れていない

• 互いに自分の解決法を押しつけてしまう
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まとめ

衝動的性• は、「自分にとって悪い結果になる可能性のある行
動を、あまり深く考えずに行ってしまうという行動特性」であり、
攻撃性と関連する

思春期• においては、大脳辺縁系-前頭前野バランスが崩れ衝
動的な行動に関連する

学校• でみられる衝動的な行動（問題行動）に効果が見られる
面接技法として、問題解決コラボレーション（Collaborative 

Problem Solving，CPS）がある

CPS• は、①共感ステップ、②問題定義ステップ、③提案ステッ
プの３ステップをもって、子どもとの協力的な関係性を形成し
つつ、問題解決を目指す
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ご静聴ありがとうございました
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